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ポリエチレン・ポリプロピレンの混合比測定について  

１. はじめに 

ポリエチレン（PE）、ポリプロピレン（PP）

は日本で最も多く使用されているプラスチック

です。用途はビニール袋から水道管、医療器具

など多岐にわたり、私達の生活に欠かせないも

のになっています。 

PE と PP は強度や硬さ、加工性などをコント

ロールするため混合することがあり、その混合

比によって物性が変化します。製品異常が起き

た場合や混合樹脂をリサイクルした場合に、そ

の混合比の測定が重要になります。 

２．赤外分光分析による測定 

混合比の測定で最も一般的なのが、赤外線（IR）

の吸収を利用した方法です。PEとPPは異なる

波長のIRを吸収するため、それを測定すること

で混合物中のPEとPPを区別できます。そして、

それぞれに特有な吸収ピークの高さを比較して

混合比を求めます（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ピーク高さの比較 

図１は PE : PP=1 : 1 の樹脂を測定した結果

ですが、719cm-1の PE ピークと 841cm-1の PP

ピークの高さ比は 1 : 0.27 です。他の混合比で

も同様に測定して、検量線を作成します（図２）。 

この検量線をもとに、未知試料の混合比を求

めることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

図２ IR検量線 

３．NMR（核磁気共鳴）による測定 

NMR（核磁気共鳴）は

磁場と電磁波を用いて分

子中の原子を観測し、その

周囲にどのような原子が

いるか推定する分析手法

です（装置：図３）。主に

低分子の構造解析に用い

られますが、PEやPPのよ

うな高分子の測定にも利

用可能です。 

PEとPPの比率を求めるために、混合樹脂の

水素原子（1H）についてNMR測定を行った例

を図４に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 1H-NMR 測定 

 

 PE の水素原子は全て同じ 1.3ppm に見られ

ますが、PP の水素原子は付いている位置によ

って 1.6ppm・1.3ppm・0.9ppm に分かれて現

れ、その比率は 1 : 1 : 4 です。水素原子の数と

ピーク面積は比例するので、1.6ppm と 1.3ppm

のピーク面積比から直接混合比を計算すること

ができます。 

４．おわりに 

当センターでは、有機分析のほかにも、電子

顕微鏡や表面分析装置など様々な高度分析機器

を用いた依頼試験や技術相談を行っています。

お気軽にお問い合わせ下さい。 
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